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高大連携物理教育セミナーは、高校と大学の先生方が年に１度集まって、理
科教育の問題点や教育方法の改善、大学入試に関する課題、高校と大学の教育
の接続の問題などを議論するとともに、最新の研究成果を紹介するために、大
阪大学理学研究科と基礎工学研究科が協力して開催するものです。このセミナ
ーのルーツは大阪大学基礎工学研究科による「理科と情報数理の教育セミナー」
にあります。その後、高校と大学の教員のコミュニケーションの場としての重
要性から、理学研究科がこれに加わり、物理分科会は大学教育実践センター主
催で行われていた「高大連携物理セミナー」と合体して発展してきました。昨
今、高校と大学が協力して解決すべき課題が山積しておりますので、本セミナ
ーのように、高校と大学の先生方が集まって議論し研究することは、重要な意
義があります。 
本年度は、理工系における高大接続を具体化するSEEDSプログラムがJSTに採
択されたことから発足記念と銘打ち「高大接続とＡＯ入試」というテーマのも
とで、本学研究者２名の方々による講義、昨年に引き続き基礎工学研究科研究
室訪問、そして今後の教育のあり方に影響を与える高大接続とその出口となる
ことが避けられない大学ＡＯ入試を議論する「高大連携企画」を開催しました。
講義では素粒子、物性の２つの分野における最先端の研究をわかりやすく話し
ていただきました。基礎工学研究科研究室訪問では基礎工学部電子物理科学科
物性物理科学コース９研究室の協力のもと、高校の先生には約１時間半かけて
２研究室を見学していただきました。高大連携企画では、大学所属の４名およ
び高校所属の２名の方々に、高大接続と推薦／ＡＯ入試について現状と将来へ
の展望・要望を語っていただいた後に、参加者全員で活発な議論を行いました。
参加された多くの高等学校の先生方と、大学の関係者の方々に感謝するととも
に、このセミナーが更に発展していくことが出来るように、今後とも努力して
いきたいと思います。 
このセミナーの成功には、熱心な高校の先生方の参加に負うところが大きく、
発表してくださった先生方は言うに及ばず、遠路参加していただいた先生方に
感謝いたします。また、セミナー開催を支えていただいた両研究科の事務の方々
にお礼を申し上げます。 
